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日本セトロジー研究会第 19 回（金沢）大会プログラム 

 

開催日：2008 年 6 月 14 日(土)・15 日(日) 

会場：ＫＫＲホテル金沢 

〒920-0012 金沢市大手町 2-32  TEL 076-264-3261  FAX 076-224-3608 

 

【6 月 14 日（土） 特別講演・総会・懇親会】 

13：00～13：10 開会挨拶 

13：10～14：15 Ｓ1 鯨類進化の分子系統学，化石の照合，環境の物理的影響 

  R・ユアン・フォーダイス（オタゴ大学） 

  逐次通訳 山田 格（国立科学博物館） 

14：15～14：20 休憩 

14：20～15：25 
Ｓ2 アカボウクジラ科の個体発生－骨年齢査定によって明らに

された変化 

  ○ジェイムズ・G・ミード（スミソニアン研究所） 

   バナデット・M・アレン（アラスカ水産科学センター） 

   チャールズ・W・ポッター（スミソニアン研究所） 

  逐次通訳 山田 格（国立科学博物館） 

15：25～15：30 休憩 

15：30～16：35 Ｓ3 インドネシア，ラマレラ村の捕鯨と近代化 

  江上幹幸（沖縄国際大学），小島曠太郎（作家） 

16：35～16：40 休憩 

16：40～17：40 総会 

18：00～20：00 懇親会 

【6 月 15 日（日） 口頭発表・ポスターセッション】 

  ＊座長 Ｏ1～2 南部久男（富山市科学博物館） 

9：00～9：20  Ｏ1 富山県の縄文遺跡出土の鯨類遺体 

  町田賢一（富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所） 

9：20～9：40 Ｏ2 盤亀台岩刻画の捕鯨図再検討 

  平口哲夫（金沢医科大学） 

  ＊座長 Ｏ3～4 箕輪一博（柏崎博物館） 

9：40～10：00 Ｏ3 インドネシア,ラマレラ村の捕鯨記録 2006～2008 

  ○江上幹幸（沖縄国際大学），小島曠太郎（作家） 

10：00～10：20  
Ｏ4 カナダ，ニューファンドランドおよびラブラドル州における

商業捕鯨の歴史－特に日本との関係を中心に－ 

  浜口尚（園田学園女子大学短期大学部） 

  ＊座長 Ｏ5～6 松石 隆（北海道大学） 
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10：20～10：40 
Ｏ5 北海道天塩中川地域の最上部中新統声問層より産出したイ

ルカ化石（鯨目：マイルカ科）とその系統学的意義 

  
○村上瑞季（早稲田大学），嶋田智恵子（秋田大学），疋田吉識（中

川町エコミュージアムセンター），平野弘道（早稲田大学） 

10：40～11：00  
Ｏ6 北上低地帯, 竜の口層産ヒゲクジラ類化石, Herpetocetus 

とその古生物学的意義 

  大石雅之（岩手県立博物館） 

11：00～11：10 休憩 

＊座長 Ｏ7～8 天野雅男（帝京科学大学） 

11：10～11：30  Ｏ7 日本海海底産のアカボウクジラ類化石について 

  長澤一雄（山形中央高校） 

11：30～11：50 
Ｏ8 2007 年中における佐渡海峡の新潟～両津航路船（佐渡汽船）

による鯨類目撃記録 

  ○本間義治（新潟大学），古川原芳明（佐渡汽船） 

11：50～13：00 休憩 

  ＊座長 Ｏ9～11 長澤一雄（山形中央高校） 

13：00～13：20 Ｏ9 直江津－小木航路の船上から目視した鯨類について 

  
○大原淳一（新潟県野鳥愛護会，上越探鳥の会），山田格（国立科

学博物館） 

13：20～13：40 Ｏ10 ツノシマクジラと「ニタリクジラ」，ちょっと複雑 

  山田 格（国立科学博物館） 

13：40～14：00 Ｏ11 シロナガスクジラの下顎骨挙上時のシミュレーション 

  ○新村龍也（新潟県立自然科学館）・大石雅之（岩手県立博物館）

  ＊座長 Ｏ12～14 田島木綿子（国立科学博物館） 

14：00～14：20 Ｏ12 2007－2008 年に漂着したオウギハクジラ 

  

○谷田部明子（東京海洋大学），松石隆（ストランディングネット

ワーク北海道），福島広行，東出幸真（のと海洋ふれあいセンタ

ー），工藤英美（NPO 法人 白神ネイチャー協会），和田昭彦（稚

内水産試験場），北村志乃（北海道大学），山田格（国立科学博

物館） 

14：20～14：40 
Ｏ13 愛媛県興居島に座礁したスジイルカ(Stenella 

coeruleoalba)の有機ハロゲン化合物汚染の実態と過去復元 

  
○磯部友彦・越智陽子・Karri Ramu（愛媛大学），山本貴仁（愛媛

県立科学博物館），高橋 真・田辺信介（愛媛大学） 

14：40～15：00 Ｏ14 瀬戸内海～響灘に生息するスナメリの食性 

  

○鈴木夕紀（日本セトロジー研究会），山田格（国立科学博物館），

石橋敏章，高田浩二，田中平（瀬戸内海西方海域スナメリ協議会），

谷内透（日本大学） 

15：00～15：10 休憩 
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15：10～15：50 ポスター・セッション 

  Ｐ1 イルカ骨多量出土後の真脇遺跡発掘調査 

  
高田秀樹（能登町真脇遺跡縄文館），○平口哲夫（金沢医科大学），

真脇遺跡調査団 

  Ｐ2 富山県高岡市から産出した海生哺乳類化石 

  
○長澤一雄（山形中央高校），葉室麻吹・水上輝夫・安田俊雄・中

川賢勇・葉室俊和（富山県古生物研究会） 

  Ｐ3 ２００７年度北海道沿岸のストランディングレコード 

  ○松石隆・田口美緒子（ストランディングネットワーク北海道） 

  
Ｐ4 津軽海峡における鯨類の構成種と地理的・季節的分布につい

てⅤ～カマイルカの地理的分布と水温の関係～ 

  

○堀本高矩・金子拓未・山口鉄平・岡崎宏美・寺岡峻・東勝輝・大

岡恵里・北山春菜・柴龍太郎（北海道大学鯨類研究会），松石隆

（北海道大学） 

  
Ｐ5 新潟県沿岸・沖合における海生哺乳類の漂着・混獲・目撃記

録（2007 年 6 月～2008 年 5 月） 

  
本間義治（新潟大学），○箕輪一博（柏崎博物館），中村幸弘（上

越水族館），岩尾一（新潟水族館），青栁彰（寺泊水族館） 

  Ｐ6 富山湾の鯨類の記録(2007 年) 

  
○南部久男(富山市科学博物館), 山田格(国立科学博物館), 石川

創(日本鯨類研究所),台藏正一(あすなろ目高文庫), 関東雄 

  
Ｐ7 平成 19 年度宮崎県で実施した埋設くじら骨格発掘の３例に

ついて 

  ○栗田壽男（宮崎くじら研究会），末吉豊文（宮崎県総合博物館）

  
Ｐ8 漂着専門委員会報告：日本沿岸のストランディングレコード

2007 

  

石川創（〔財〕日本鯨類研究所），○田島木綿子・山田格（国立科

学博物館），蛭田密（Aquatic Animal Consulting），小原王明 (ウ

インズオフィスコーディネート) 

  
Ｐ9 日本沿岸に漂着した海棲哺乳類の病理学的調査報告 

20071.1-12.31 

  

○田島木綿子（国立科学博物館），石川創（〔財〕日本鯨類研究所），

真柄真実（鳥取大学），鈴木夕紀（日本セトロジー研究会），山

田格（国立科学博物館） 

  Ｐ10 写真で見るセト研創立 20 年史―研究大会を中心に 

  
○佐野修（石川県立自然史資料館），箕輪一博（柏崎博物館），平

口哲夫（金沢医科大学），セト研第 19 回実行委員会 

15：50～16：00 閉会挨拶 

 


